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色々な立場から見る
「やさしさ」

　私は最近、駅に点字ブロックがたくさんあ

るのだなと改めて気づくことがありました。

障がい者の人にはもちろん、小さい子どもに

も気をつけようと思ってもらえる目印となっ

ていると思います。普段何気なく使っている

駅ですが、他にもたくさんの工夫があるので

はないかと思い、このレポートで調べること

にしました。

　調査を通して、駅の「やさしさ」をたくさ

ん見つけました。１つ目は、【写真１】のよう

に電車の路線図の駅名のところに英語でも書

いてあるところです。障がい者の人への工夫

もとても大切ですが、外国人の人への優しさ

も発見することができました。

　また、【写真２】のようなトイレの目印とな

る「ようおこし」の文字もです。私のお父さ

んは大阪メトロで働いているのですが、それ

は大きくて目に入りやすいためこのようなデ

ザインにしているそうです。

　そして【写真３】と【写真４】のように、

障がい者やお年寄り、妊婦さんにやさしい車

内の工夫も見つけられました。優先座席はも

ちろん、ベビーカーや車いすをおけるスペー

スなどもあり、色々な不便を抱えている人が、

楽に過ごせるやさしさがありました。

　さらに、【写真５】のように優先座席があ

るところや、エレベーター・エスカレーター

のある車両がひと目見てわかる表もあります。

そして、【写真６】にあるように最近よく見る

ホーム柵もありました。しかし、すべての駅

に設置されているわけではありません。私の

最寄りの駅にはなく、少し大きな駅や人が多

い駅に優先でつけられているのかなと思いま

した。早くすべての駅にホーム柵をつけて、

転落事故がなくなったらいいなと思います。

　そして、この間運賃が10円高くなりまし

た。それは、その10円でバリアフリーな取

り組みや設備の設置などをするために運賃を

値上げしたそうです。私は「なぜ高くなるの

だろう」と思っていたけれど、その理由がわ

かると納得してもっと使いやすい駅になるの

が楽しみになりました。

　このように、駅にはやさしさがたくさんあ

ります。その対象は、障がい者やお年寄りだ

けではなく、妊婦や外国人の方などと様々で

す。色々な世代や不便を抱えている人たちが

利用する駅ならではの工夫がたくさんあり、

とても良い経験になった調査でした。
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